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１．研究目的 

 

水辺空間が都市景観形成、都市環境整備という視

点から注目を集めている近年、ウォーターフロント

(以下：｢ＷＦ｣)開発が各地で展開され、都市生活者

に快適な空間を提供するとともに、まちづくり戦略

においても重要な空間として位置づけられつつある。

水辺のまちづくりは長い歴史を有しており、このた

め、こうしたＷＦ開発を思案するうえでは、これま

でＷＦが都市において担った機能や役割を捉えるこ

とが重要と考える。 

そこで本研究では、わが国のＷＦがまちづくりの

中で担ってきた機能や役割を歴史的変遷の中から明

らかにするため、鎖国が解かれ、封建的な因習・様

式から民主的・合理的すなわち現在の社会構造へと

時代が変貌し始める明治期(1868～1911 年)の江戸

東京の水辺空間(１)を対象とし、その時代におけるＷ

Ｆの空間構成を明らかにすることを目的とする。 

その調査方法としては、明治期全44年間における

ＷＦの空間構成を捉えるために、史料や文献１)～51)

を用い、江戸末期(1860年頃)から明治期における江

戸東京の水辺空間の土地利用や立地施設およびそれ

らの空間的位置等の変化状況について分析を行う。 

 

２．明治期のＷＦの機能および空間構成 

 

表－１は、史料・文献 1)～51)に基づき明治期のＷＦ

において現出した立地施設や利用形態を時系列で機

能ごとに示したものである。これより、空間に大き

な変容がみられた時期として明治期全 44 年間を３

期に区分した。この表－１で示す各期の機能の空間

的位置を表したものが図－１である。 

以降では、表－１および図－１に基づき各期の特

徴をそれぞれ述べていく。 

(１)土地利用転換期(1868～1872年頃) 

この期は鉄道が敷設されるまでの５年足らずであ

ったが、ＷＦの｢機能｣について示した８項目のうち

６項目において、それぞれ新たな機能が現出してい

ることがわかる（表－１）。 

例えば、ＷＦは｢軍事｣の機能として｢軍用地｣の立

地場所であった(２)。こうした広大な土地は武家屋敷

やその跡地を国有地として接収することにより確保

された。つまり、当時のＷＦでは江戸幕府から明治

政府への転換を契機に、富国強兵という国是のもとに、

｢武家地｣52)から｢軍用地｣へと、防衛の機能としては

同様の土地利用転換が促されたのである。 

 また、1853年のペリー来航を契機として、鎖国が解

かれた 1868 年頃のＷＦには、｢外国人居留地｣をはじ

め、諸外国との通商のための施設が次々に開設された。

さらに周辺には、外国人向けの施設が建設され、その

中でも和洋折衷の建築様式である｢築地ホテル館｣は

多くの錦絵に描かれ、当時の東京の新名所となった 53)。

建築物自体が名所として愛でられた要因としては、見

通しがよい(天空率が高い)という空間的特徴を有す

る水辺に立地することで視対象である建築物が際立

ち、より印象的に眺められたためと考える。 

以上のような多様な土地利用転換が促進された時期

の空間分布状況を示した図－１・②をみると、各機能

は隅田川河口付近から品川方面の海岸線沿いに分散し

ており、特定の機能が集積している空間はみられない。 

これらより、この期のＷＦは軍事力を高めるため、

また新しい文化を受け入れる空間として土地利用転

換が促進されたが、その空間分布は広範に機能が分

散する状況にあり、明治期に新たに現出した機能と
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しては地域の特色は特にみられない時期であった。 

(２)都心拡充期(1872～1891年頃)  

1872(M５)年にわが国で初めての鉄道として｢新

橋・横浜間｣が開通した。この鉄道は付近の軍用地を

避けることや横浜に居留する外国人の陸域からの侵

入を防ぐために、品川付近から海上に突き出し、海

岸線に沿って設置された 54) (図－２)。これは水域に

当該施設を設置することでそれ自体が周辺にもたら

す害的影響を物理的に回避するという水域が有する

完結性が活用されたといえよう。 

こうして鉄道が敷設されたことに加え、新政府によ

り不燃都市をつくる目的とともに、都市の玄関口とし

て｢銀座煉瓦街｣が形成された。その周辺は江戸期にも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費の中心地であったことから、｢銀行｣｢勧工場｣(３)

などの業務・商業施設が開設・増加していった。 

さらに既述したように、ＷＦは｢築地居留地｣を中

心として異文化の受け入れ先であったが、その地域

では西欧の学問や思想を伝えるミッションスクール

(｢東京一致神学校｣等)をはじめ、教育施設も数多く

建設された。 

図－１・③より、この時期の各機能の空間分布状

況をみると、日本橋・京橋地域において業務・商業

機能が極立って集積したためにさらなる都心を形成

していることがわかる。また、この地域は｢利用転換

期｣にも工業が立地していたが、この時期になるとそ

れらは都心周辺の芝、深川・南葛飾あたりの河川・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ ＷＦが担ってきた役割と立地施設および利用状況の変遷（筆者作成） 

（工業化
 により増大）

　　【凡例】　　　　　　　　   ：影響　　　　　　　　　 ：変化　　　　　　　　 ：継続                             ：江戸期に現出した機能　　　　　　　　　　     ：明治期に現出した機能
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図－１ 各期の機能の空間分布状況 【分布図筆者作成】 
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★：交通（駅）▲：農業・漁業 ▼：業務・商業 ▲：工業 ■：居住 ■：余暇・文化 ●：教育 ●：軍事 ：線路
：武家地・公儀 ：町屋 ：農地 （①のみ対応）

（②～④対応）

 

高輪 
線路 

品川湾 

台場 

図－２ 海上に突き出した線路（高輪付近）55) 
【図中文字は筆者記入】 

図－３ 大森海水浴場56） 



運河沿いにまで波及している。 

以上より、この期は日本橋・京橋地域に業務・商 

業機能が集積したことで都心が形成され、さらにそ

の規模は工業を媒介として徐々に拡大していった。 

(３)地域形成期(1891～1911年頃) 

前項で述べた都心の外縁に位置する大森地域では、

1891(M24)年に小屋がけの脱衣所などの簡単な設備

を備えた｢大森海水浴場｣が開設された 56) (図－３)。

これは都心近郊では初めてだったことや付近に東海

道線｢大森駅｣があったことから、『施設が拡充するに

つれ活況を呈するようになり、特に明治43年(1910)

はもっとも盛んであった』57)とあるように多くの人

が利用していたことがわかる。 

図－１・④に示すように、この期の空間分布状況

をみると、都心では、工業用地として造成された埋

立地の月島・新佃島に工業が集積したことを除くと、

機能の分布は都心拡充期と比べ大きな変化はみられ

ない。このことより、都心ではこれまでに現出した

機能が定着したといえよう。また、芝・品川や深川・

大島(４)等の都心周辺部は｢都心拡充期｣に比べ、さら

に運河・河川沿いに工場が集積して工業地域を形成

している。この地域は多くが江戸期には農地であっ

たこと(図－１・①)から工業化により拡大したとい

える。つまり、都心周辺部はＷＦの産業を媒介とし

て規模を拡張していったといえよう。 

一方、大森・羽田地域の機能の分布状況をみると、

海水浴場をはじめとする余暇的施設が集積し、都市

のリゾート的要素が色濃い空間を形成している。 

これらは、大森・羽田あたりは海苔養殖が盛んな地

域であり、海の汚染を危惧して工場建設に反対運動が

あったこと 58)、また日本橋・京橋地域で構成される都

心と他の主要都市(横浜)の狭間に位置し、そこに鉄道

が整備されたことによりアクセスが容易になったこと

などから独自のリゾート産業が形成されたのである。 

つまり、この期のＷＦは都心(日本橋・京橋地域)

と都心郊外(大森・羽田地域)において、地域ごとに

特化した機能を有し、特有の空間を形成した。 

 

３．まとめ 

 

本研究では明治期全 44 年間の江戸東京のＷＦに

ついて分析を行ってきた。その結果、明治期を３期

に区分し、その特徴を明らかにすることができた。 

これより、江戸から東京に近代都市へと時代が変貌

し始める明治期のＷＦは、新たに多様な機能を受け入

れ土地利用転換が促進された。その後、地域ごとに類

似した機能が集積することにより、その機能に特化し

た独自の地域を確立していき、都心(日本橋・京橋地

域)と都心郊外(大森・羽田地域)が形成されるに至っ

た。つまり、明治期のＷＦは地域の特性を活かし、業

務・商業、工業機能が集積する｢都心｣とリゾート的余

暇空間が享受できる｢郊外｣との二重構造が確立し、発

展していった時期であったといえる。 

今後は、本稿で捉えた事象が周辺地域にもたらし

た効用などを明らかにし、それを活かしたまちづく

りのあり方を求めることにする。 
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【補注】 
(１)本研究が対象とする江戸東京の水辺空間は、現在の東京港の範囲とする。これ
は荒川(旧中川)から多摩川河口までの範囲で、現在の江東・中央・港・品川・
大田の５区が該当する。また海岸線から内陸への範囲はまちづくりの中でのＷ
Ｆの役割を明らかにするという観点から当時(1911 年)の海岸線を有する行政市
区町村とし、日本橋・京橋・芝・深川の４区と品川町・大井町・大森町・羽田
町・砂村の６町村が該当する。 
(２)軍用地が立地した要因としては水際での防衛と軍艦建造に適していたためとさ
れている 59) 
(３)多くの商店が１つの建物に集って種々の商品を陳列･販売した施設。当時の盛り
場には１つか２つは立地していたとされる。 
(４)1889(M22)年に南葛飾郡の39カ村が合併し亀戸村･大島村･砂村となる。 
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